農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想変更概要
１．農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想のあらまし
　市は、法令（※）に基づき、地域の農業のあるべき姿についてビジョンを描き、農政の推進目標を定めるものとして、平成６年に、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想を策定いたしました。
　以降、法令や上位計画にあたる福島県が策定する農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針の改定を踏まえ、おおむね５年ごとに、その時々の情勢を踏まえて、定期的な変更を行ってまいりました。
　今年、直近の定期的な変更である、令和２年度から５年を経過することから、これまでの情勢の変化を踏まえ、目標などについて更新するため、このたび変更（案）を策定いたしました。
[bookmark: _GoBack]　※農業経営基盤強化促進法第６条及び農業経営基盤強化促進法施行令第２条に基づく。

２．変更方針
　定期的な見直しであることから、前回の見直し以降の情勢の変化を踏まえ、以下の３点を主眼として見直しを行いました。
　①農業の収益性の向上
　　作業の効率化や新技術の導入など、収益性を高める取り組みを追加しました。
　②経営の安定化
　　農業経営にあたり、その安定を図る取り組みを追加しました。
　③新たな制度などの追加
　　前回の見直し後に追加された制度や、状況の変化について、記載しました。


３．主な変更点
　変更方針を踏まえ、変更したもののうち、主なものは以下のとおりです。
　①農業の収益性の向上
　　（１）第1　３．農業経営基盤の強化に関する基本的な方向
●福島県基本方針の見直しに伴い、農業を主業とする農業者が地域における他産業従事者並の生涯所得を得るため目標とする年間総労働時間を1,900時間から1,800時間と改める。
（新旧対照表５ページ目、９ページ目、１７ページ目記載）
　　（２）第1　４．具体的な推進の方法
「企業に対する支援策や農地等の情報提供や相談対応、参入後の経営発展等を支援するとともに、認定農業者への誘導等により地域に根差した営農活動を推進する。」の文言を追加する。
（新旧対照表7ページ目記載）
　　（３）第2　2．ア．①水稲
「・高品質・良食味米を安定生産するため、可変施肥田植機等スマート農業機械や、気候変動（温暖化）に対応するための地域条件に適した品種の導入及び品種構成の見直しを行い、作期分散を進める。」の文言を追加する。
（新旧対照表19ページ目記載）
　②経営の安定化
　（１）第２　2．ア．①水稲
「・売れる米づくりを進めるため、主食用米については、用途別需要等に応じた品種構成とする。」の文言を追加する。
（新旧対照表19ページ目記載）
　（２）第２　2．エ．農業従事の態様　（組織経営体）
「①　雇用就農者等人材の確保と定着を図るため、給料、就業時間等の就業規則の作成、各種保険制度等の活用、トイレや休憩室の完備、作業衣の支給など、労働環境の整備に努める。」の文言を追加する。
（新旧対照表23ページ目記載）
　（３）
③新たな制度などの追加
（１）第1　４．具体的な推進の方法
「水田農業等土地利用型農業が主である集落で、効率的かつ安定的な農業経営体の育成及びこれらの経営への農用地の利用集積が遅れている集落の全てにおいて、地域での話し合いと合意形成を促進し、農用地利用改善団体の設立を目指すとともに策定した地域計画（農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号。以下「法」という。）法第19条第１項の規定による地域計画をいう。以下同じ。）の実現に向けて計画の見直しを推進するとともに、将来にわたり地域の中心となる経営体として位置付けられる担い手の確保を図る。」に改める。
（新旧対照表６ページ目記載）
（２）第1　５．推進のための指導方針
「また、地域における話合いに基づいた地域計画により、将来の農地利用の姿を明確にし、認定農業者等の担い手への農用地の利用集積・集約化を加速するほか、スマート農業等最先端技術の導入等を推進し、経営規模の拡大と生産性の向上を図る。」の文言を追加する。
（新旧対照表8ページ目記載）
（３）第２　2．イ．ほ場の大区画および集団化
「地域計画の実現化に向けて、農地中間管理事業の活用等により、農用地の利用集積・集約や経営の規模拡大を図る。省力化・効率化や収量・品質の向上に向けて、ロボット技術やICTの活用を進める。」の文言を追加する。
（新旧対照表22ページ目記載）
　
